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1 月 11 日の参加者：川田、佐々木、中久木、長井、後藤

小畑、山崎、岩寺、植野、長嶋 10 名 

 

 

即題スピーチ 

 

中久木 一乘：「みかん」 

ミカンにはいろいろ思い出があります。終戦直後は、皮まで食べるのが当たり前で

した。あるいは皮を乾燥して細かくしてふりかけ風に利用しました。当時のミカンは

酸味が強く、特に秋の運動会時の青いミカンの酸っぱさは今でも記憶にありますが 

ビタミン剤として食べさせられました。その点 現代のミカンはとても甘く美味しく

なっていると感じます。またの種類も豊富で、小さなキンカンから大きな晩白柚まで、

ミカンの類の柑橘類は 33 種あるとか！ミカンはそのまま食べるほかに絞ってジュー

スとして飲みます。飲料以外では、皮が比較的丈夫だが柔らかな特性を利用して、マ

ジックショウなどで、小道具に使われるとこともあります。 

 
長嶋 秀治：「私の健康法」 

私の健康法はウォーキングです。昨年の 1 日平均の歩数は 84 百歩でした。一昨年

は 89百歩。前年と比較して 500歩減です。今年はなんとか 85百歩以上を目指そうと

思っています。ウォーキングの延長線上に登山があります。昨年は 11 回実施。今年

も月１登山を目指してウォーキングに励みます。 

 

川田 茂雄：「毛糸」 

私にとって『毛糸』と言えば、結婚したての頃、奥さんに毛糸のセーターを手編

みしてもらった事です。出来上がったものは、異常にバカでかい代物でした。袖と

丈が長すぎて、手もお尻もスッポリ隠れてしまいました。結局、一度も着ないマ

マ、処分してしまいました。今ではセーターが欲しければ、ユニクロ等でベストマ

ッチングなものが手軽に入手できます。今では、手編みのセーターは殆ど見かけな

くなりました。 

 

 

 

 

 

     

 
主催：ＮＰＯシニア大楽 

ユーモアスピーチ共和国・船橋支部 

支 部 長：長嶋秀治 043-261-5832 

発 行 者：長嶋秀治 

編集＆事務局：町田雅和 

267-0066 千葉市緑区あすみが丘  

5-26-7  T/F 043-294-2911 

mac555new@ybb.ne.jp 

参加費 500 円（入会金 1000 円） 

見学料 1 回無料 

開催日と場所 （原則） 

毎月第②木曜日 15：15～17：30 

会場 船橋中央公民館 第 2 集会室 

4 階 

ジョークは暮らしの調味料・ユーモアは人生のかくし味 

205 回船橋ユーモアスピーチ 

2024 年 2 月 8 日（木）3 分間スピーチ 

 スピーチテーマ 「冬の楽しみ」「苦手」 

「自由題」「失敗談」 

 

ロングスピーチ  

  稲葉 勝弘さん：「笑いあれこれ」 

山田 正國さん：「私の趣味 特に考古学」 
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3 分間スピーチダイジェスト 

テーマ 「今年の抱負」 
 

中久木 一乘：「今年の抱負」 

齢を重ねるほど欲張りになる私は、できもしない抱負が数多く浮かんでは消え苦労

しましたが、二つに分けて決めました。①考え方・思考に関し…怒らず、恐れず。悲

しまず…中村天風氏の言葉の一部分。（全文のコピーを配布）私はこの３つを、毎年目

標にして何年になることか！？今年もこれで努力します。②作業・行動に関し…慌て

ず、焦らず、諦めず＆当てにせず。…よく言われる言葉ですが努力します。 

 

佐々木 由美子「今年の抱負」 

敬愛する万葉集の先生が認知症になった。認知症を学び 先生の見守りと記録する

ことを抱負とする。選んだ書籍は「認知症世界を歩く」認知症の方の見える世界を実

際にスケッチと旅行記形式で綴られている。頭の中を覗いているようで面白い。先生

の症状は被害妄想‼ 一人の人に特化し怯え怖がっている。先生は向学心も好奇心も

旺盛で遠出も一人でする。私は傾聴し不安を取り除き落ち着かせること。 先生の頭

の中は摩訶不思議‼ 

 

長嶋 秀治：「今年の抱負」 

即題がたまたま「私の健康法」ということで、今年の抱負とダブってしまいました。

健康法にしているウォーキングをするにあたり神頼みをしました。3 日午前に近所の

寺社 4 か所の初詣。午後にウォーキングコースの一つ生実池コースにある生実神社、

森川閣 2か所の参拝。４日飯岡八幡宮コースの八幡宮に参拝。７日大百池コースの近

くにある八劔神社参拝と計８か所にそれなりのお賽銭を上げて健康成就を祈りまし

た。 

 

植野 晏生：「今年の抱負」 

船橋市の健康課から足腰の衰えの恐れがあるので整形外科でチェックを受けるよ

うに連絡があった。ジムにも通っているので大股で歩けるようになったし、椅子から

の立ち上がりも少しふらついたとのご宣託だったがそれほどオーバーなものではな

かっと思っている。どうしても病気にしたいらしい。その代わり今後もジム通いを続

けたい。 

 

川田 茂雄：「今年の抱負」 

毎月出席し、ダイジェストも提出する。そして、必ず笑って頂けるように、努力す

る。以上は、去年と同じです。更に今年は、お一人お一人のスピーチを今までより何

倍も楽しみたい。例えば以前、入江さんが『私は吉永小百合の大ファンでサユリスト

です。』のスピーチをされた時、楽しそうにユーモア満載で話されました。私も、今年

は楽しくユーモア満載の話を沢山したい。又、お一人お一人のスピーチに対しても、

個性の違いの中に、ユーモアの要素を沢山見出して楽しみたい。   

 

 

 

 

 



★シニア大楽 ユーモアスピーチ船橋だより         2024（R6）年 2 月 8 日発行 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

予告：3 月 「船橋ユーモアスピーチの会」 

3 月 14 日（木）15 時 15 分～ 船橋中央公民館 5 階 第 8 集会室 

ロングスピーチ 

松永 成三郎さん：「未定」 

石渡 巧さん  ：「落語」 

 

スピーチテーマ 「お互い様」、「ストレス解消法」、「自由題」、「失敗談」 


